
広島県立油木高等学校（新しい生活様式対応） 

●情報センターとして 
   図書館入り口に特集コーナーを設置して，
感染症予防や新型コロナウイルスの最新情
報，創薬の仕事，人類と感染症の闘いの歴
史などを学べる本・雑誌・新聞等を別置し
ている。写真では見えづらいが，雑誌
「Newton」には新型コロナウイルスの連

載記事がある。 
 
●学習センターとして 
   椅子の背に目印の色シールを貼り「油木
高校図書館着席のルール」を示し，生徒の
自覚を促している。入口洗面台に手指消毒
液と石鹸，ペーパータオルを常備して使用
させている。アクリル製のパーテーション
16台を購入して，置き方を工夫しながら
活用している。特に1年生普通科（35
人）の総合的な探究の時間では席の間隔が
取りにくいので，扇風機等で換気を行い，
机上はパーテーションで仕切っている。授
業後には机・ドアノブ等の消毒をしている。 

 

 【新型コロナウイルス感染予防の取組】 
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【一言コメント】学校図書館の活用においても，利用者の「安心・安全」の確保が求めら
れます。新しい生活様式に従って，着席のルール設定，館内消毒，パーテーション設置，
手指消毒・手洗い，換気，マスク着用，ソーシャルディスタンスの保持など，本校図書館
の状況に合わせた対策を推進しています。また，学校図書館が情報・学習・読書センター
と定められていることからも，新型コロナウイルスの最新情報や感染症予防，人類と感染
症の闘いの歴史，医療・創薬の仕事などを知る場として，授業・調べ学習・自習の場とし
て，生徒の読書を支える場として機能させることが重要だと考えます。 
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